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アクセスビリティの高い Web ページの提案 

 

志方 翠 

園田学園女子大学 

 

＜要旨＞ 

以前から様々な Web ページを閲覧していく上で，デザインが懲りすぎてメニューがどこに表示されて

いるのか見当がつかないページや，何分経っても真っ白のままトップページが表示されない等，作成者

の意図を疑うものに遭遇する内に自然と良い Web ページとはどんなものなのかということに興味を抱く

ようになった。 

そこで，どんなWebページが見やすく，分かりやすいのかを調べるため，これらのサンプルを1つず

つ作り，周りの人がどのような感情をもつのかを調査することにした。 

その方法としては，アクセスビリティを配慮した2つのWebページを作成し，学内の学生にアンケー

トを実施してした。 

その結果，悪い Web ページで最も不快とされたのが「トップページに戻る際，ブラウザの「戻る」ボ

タンを何度も押さないと戻らないサイト」について 87 人が，「ストレスを感じた」と答えた。そして，

良い Webページでは「メニューバーにマウスカーソルを合わせると日本語訳が表示されるサイト」につ

いて90人が「英単語を使っているサイトには，このような配慮をしてほしい」と答えた。 

これらをふまえて，提案用 Web ページで改良した部分は，マウスカーソルをのせた時に背景の灰色が

黒を帯びた水色に変更し，文字を太字の白色にし，遠目からみてもメニューがはっきり分かるようにし

た。 

最後に，この提案用 Web ページはこれが最善とは断定できないが，自分なりに精一杯できることをす

れば，１人でも多くの人がより快適にサイトで過ごせることになるだろうと考えられる。 

 

                                                                               

キーワード： 

アクセスビリティ，Webページ，マウスカーソル，メニューバー，改善点，アンケート 



 2 

1.  はじめに 

以前から様々なWebページを閲覧していく上で，

デザインが懲りすぎてメニューがどこに表示され

ているのか見当がつかないページや，何分経って

も真っ白のままトップページが表示されない等，

作成者の意図を疑うものに遭遇する内に自然と良

いWebページとはどんなものなのかということに

興味を抱くようになった。 

そこで，どんなWebページが見やすく，分かり

やすいのかを調べるため，これらのサンプルを 1

つずつ作り，周りの人がどのような感情をもつの

かを調査することにした。 

悪いWebページと良いWebページの2つを作成

し，それらを実際に見てもらう。そして，これら

のアンケート結果を元に，その結果から抽出され

た意見を1つのWebページに集約し提案用Webペ

ージを作成する。 

 

1.1  本研究の流れ 

本研究の一連の流れについて説明する。 

（1）アクセスビリティの概念と，日米での法律の

違いについて，書籍やインターネットを使い，

事前調査を行う。 

（2）インターネット上にある様々なジャンルの

Webページを閲覧し，どのようなサイトが好

まれるのかを考察する。 

（3）アクセスビリティを配慮した2つのWebペー

ジを作成する。その際，悪い例と良い例に分

けて検証し，アンケートを実施する。 

（4）完成した2つのWebページのアンケート 

を回収・集計する。 

（5）アンケートで記入された改善案を加え，新た

にアクセスビリティを考慮した提案用 Web

ページを作成する。 

（6）本研究のまとめを行う。 

 

 

2.  アクセスビリティとは 

あまり馴染みのない言葉だが，アクセスビリテ

ィを日本語に直訳すると，「アクセス性」「アクセ

スのしやすさ」となり意味は，高齢者や障害者な

どを含む，どのくらい多くの人々がWebページの

情報やサービスを利用することができるかどうか

を表す概念のことを言う。 

具体的な例を挙げると，書店の本を全く違うジ

ャンルである靴売り場の店内で販売するとしたら，

お客はどのような反応を起こすだろうか。大半の

人は，「なぜこんなところで販売しているのか？」

と疑問を抱くだろう。これと同様に，Web ページ

にも，関連がある情報と，そうでない情報は分け

る必要があり，常にその内容にふさわしいページ

にすることが重要となってくる。次にそれを踏ま

えた上で，配慮しなければならないことは，本を

買いに行くまでの道のりにおいて，問題なく目的

地まで到着できるかどうかという点である。車椅

子に乗っている人がいれば，歩道を整備しなけれ

ばならないし，店内では充分な広さを確保した廊

下が必要になってくる。また，初めてその町に来

るかもしれない人のために道の要所に看板を立て

たほうがより親切だといえる。このように同様の

配慮が，Webページを作成する際には必要である。 

これを，アクセスビリティという。 

 

2.1  日米のアクセスビリティの歩み 

 (1)修正 508条とは 

2001年 6月に，アメリカでリハビリテーション

法508条が修正・施行された。この修正508条は，

連邦政府各機関が開発・調達・維持・使用する電

子・情報技術に対して，過度の負担にならない限

りという条件の下で，（1）障害を持つ連邦政府職

員も，平等に情報やデータへのアクセス使用が，

可能であることと，（2）連邦政府機関の情報やサ

ービスを求めている障害を持つ国民も，平等に情

報やデータへのアクセス使用が可能であること，

の2点を保障することが規定され，これに従わな

い場合は告訴の対象となることが定まった。 

民間でも連邦政府に，製品やサービスを納入す

る企業は，製品だけでなくその細部に至るまで，

すべてアクセスビリティを確保しなければ，取引

が円滑にできなくなる可能性があるため，これら
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の企業が中心になって，修正・対策が進んだ。 

この修正508条は，多くの障害者を雇用する連

邦政府自身が必要な対策を講じ，社会の模範とし

て，市場のあり方をリードしようとしている点で，

画期的な対策として世界中からの注目を集めてい

る。 

 

 (2)日本のウェブコンテンツJIS 

日本でもウェブアクセスビリティに関する様々

な取り組みが進んだ結果，2004年 6月に情報アク

セスビリティに関する規格「JIS  X  8341-3 高齢

者・障害者等配慮設計指針‐情報通信における機

器，ソフトウェアおよびサービス‐第3部：ウェ

ブコンテンツ」が制定された。このウェブコンテ

ンツJISは，将来日本が超高齢化社会を迎えるに

あたり，そうした社会へ対応するために，高齢者

を含め多くの人々が使いやすい製品，サービスを

今一度見直す必要性がでてきた。そのためには，

障害者や高齢者の特性をよく理解し，配慮した製

品作りやサービス提供が欠かせない。 

そして「人に優しい製品」は，障害のない人々

にも便利なものになってくるので，新たな経済的

利益をもたらすことが期待されている。 

日本では，これまでWebアクセスビリティにつ

いて明確な指針がなかったが，このJIS規格によ

って，政府や自治体さらには民間企業においても

アクセスビリティの見直しの機運が高まっており，

日本におけるWebアクセスビリティの大きな原動

力と言える。 

 

2.2  国際的なウェブ標準化団体の取り組み 

HTML 等のウェブに関する技術開発と標準化を

取り組む国際的な学術団体のW3C（別名：WWWコン

ソーシアム）には，アクセスビリティを専門に検

討するWAIという組織があり，障害者に配慮した

Web コンテンツの作成方法に関する指針「ウェブ

コンテンツ・アクセスビリティ・ガイドライン

1.0」（略してWCAG1.0）を制定し，1999年に公表

している。そして，ウェブコンテンツを作成する

際の参考としてWCAG1.0では，14の指針とそれら

に沿った 65 項目のチェックポイントから構成さ

れており，各チェックポイントには，優先度によ

って3つのレベル分けが施されている。（図1参照） 

最低レベルのA（シングルA）は，ごく基本的な

項目を満たしたことを意味し，その上のレベルで

ある，AA（ダブルA）の項目を満たすと，Webペー

ジにアクセスできるユーザーが現在よりもさらに

増加する。そして最後に，最高レベルとして設定

されているAAA（トリプルA）では，サイトのアク

セスビリティが大幅に向上できていることを示し

ている。 

これらを踏まえた上でWebページを作成すると，

正確にアクセスビリティ度が判断できるので，世

界中の様々な場所で幅広く参照されている。 

   

図 1. WCAG1.0の適合を表す3段階のロゴ 

 

2.3  見やすく分かりやすいデザイン 

デザインの分かりやすさ以前に，伝えようとす

る情報の内容がわかりやすいものでなければなら

ない。そのためには，１ページあたりの情報量を

程々にしたり，言葉の表現方法を工夫してみたり

など，利用者が情報を理解できるよう十分に考え，

検討することが重要である。 

従って「見やすさ」「分かりやすさ」は，Webペ

ージのデザインにおいても同様のことが言える。

文字の大きさは，12ポイント～14ポイントが妥当

であり，自分の閲覧しているページが一目で分か

るように工夫されていれば，サイト内で迷う事も

少なくなるだろう。このように，内容と操作技術

に気を配ったデザインを目指す必要性がある。 

 考慮すべき要素としては，上記のものと，配置

方法（レイアウト）・画像の大きさ・色彩など，イ

ンターフェイス要素が挙げられる。 

 

2.4  Webデザインの問題点 

画像を多用し，様々な色彩を用いて視覚的なイ

ンパクトを強くし，文字も出来るだけ小さくして

全体のデザインに差支えがないようにするほうが，
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よりお洒落なページを演出しやすい。 

しかし，パソコンの環境で画像が見られなかっ

たり，文字が潰れてしまい読めなかったりなど，

不自由な面が多く見受けられ，結果的に利用者を

選んでしまうことに成りかねない。Web デザイン

において重要な事は，利用者が情報を得ようとす

る時に，すぐに必要な情報にたどりつけるかどう

かという事であり，Web デザインでは美しさを重

視するだけでなく，利用者にとって「見やすく分

かりやすいデザイン」という基準を優先させるべ

きである。 

 

2.5  Webページ作成時に心がけること 

時間をかけてWebページを作成したのにも関わ

らず，誰にも閲覧してもらえないとなれば作成者

にとってこれ程悲しいことはないだろう。 

そこで，アクセスビリティが考慮された世界標

準規格であるW3Cや，日本で制定されたウェブコ

ンテンツJISを参考に作成するか，あるいは，イ

ンターネットや書店にあるアクセスビリティの

Web ページ作成本などを購入してみるのも 1 つの

重要な要素だといえる。 

また，利用者にとって「見やすく分かりやすい

デザイン」を作成することはなかなか困難だが，

自分にできる範囲で考慮するだけでも，次から来

る利用者にとっては，優しいものになるのではな

いかと考える。そして，これからますますアクセ

スビリティの重要性が唱えられる中で，Web 作成

者は常にそのことを心掛けるべきではないだろう

か。 

 

 

3.  調査概要 

3.1  調査目的 

どのようなWebページが見やすく分かりやすい

のかを調査し，その結果を元に，アクセスビリテ

ィに準拠したWebページを提案する。  

 

3.2  調査方法 

日本で制定されたウェブコンテンツJISを元に，

アクセスビリティで良いとされるものと，悪いと

されるもののWebページサンプルをそれぞれ作成

した。その後，サンプルを閲覧してもらい，アン

ケートに回答してもらった。 

 

3.3  調査対象 

園田学園女子大学へ通う 1 回生～4 回生までの

学生で，専攻を問わず情報教室にてアンケートを

配布した。 

作成した2つのWebページをInternet Explorer 

6 のみで閲覧してもらう事にし，その他のブラウ

ザは対象外とした。 

 

 

4  調査結果，考察 

4.1 悪い Webページに関して（10問） 

アンケート項目を順におって，その結果を考察

する。最初は，悪いWebページサンプルから検証

していくことにする。 

 

質問 1：下記ページを閲覧する際，何行目までな

ら読む気がしますか。 

 

図2. 白背景に淡色系の色文字を使用した例 

 

白が混ざった淡色系の色彩は，とくに女性に好

まれ， Webページを作成する際に用いられること

から，人気を得ていることが推測される。しかし，

サイトを可愛く見せようとする気持ちとは裏腹に，

閲覧者にとっては読む気を無くさせる要因になる

のではないかと考える。 
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表1. 何行まで閲覧したか 

項目 人数 

見出しまで 71 

3行まで 28 

7行まで 15 

13行まで 8 

 

表 1を見てもわかるように，71人もの閲覧者が

ページを見た途端に読む気をなくしているのが分

かる。 

色合いに関しては「かわいらしい」「女性的」と

いう意見もあったが，大多数はWebページにはそ

ぐわないとして，不快に感じた人が多かった。や

はり，淡色系の色で書かれた文字は，背景色が白

以外のものであったとしても，見にくい事実には

変わりがないので，作成する際はこの点も注意す

る必要がある。 

 

質問 2：下記ページを閲覧する際，何行目までな

ら読む気がしますか。 

 

図3. 柄背景に濃い文字色を使用した例 

 

柄背景に濃い文字色を使ってページを作成した

が（図3参照），作成段階から一閲覧者の視点に立

つまでもなく，落ち着きのないページだというこ

とを自覚した。 

どのような色合いの文字色を用いても，背景画

像の方が目立ち，とてもうるさい画面となった。 

 従って，これも閲覧者に不快感を与える要因で

はないかと考える。 

 

 

表 2. 何行まで閲覧したか 

項目 人数 

見出しまで 62 

3行まで 27 

5行まで 12 

18行まで 21 

 

表 2からわかるように，興味深かったのは「10

行まで」と最後の方まで閲覧した人が21人にも上

るという事だった。その内，数人の理由を見てみ

ると「見にくいが読めないこともないので最後ま

で読んだ」とされていた。これは予想もしていな

かったので驚いたが，確かに眼を凝らしてみると

読めないこともないので納得した。しかし，本来

ならばそういう煩わしい思いを閲覧者にさせない

のが作成者のマナーだと考えるので，出来るだけ

柄背景は避けたほうが無難だといえる。だが，個

人の好みの問題もあるので，どうしても用いたい

と考えるなら，上下にだけ表示させる等の，文字

に被らない工夫が必要となってくる。それに加え

て，背景画像というものは，あくまで彩りを添え

るためのものだということも忘れてはならない。 

 

質問 3：下記ページを閲覧する際，何行目までな

ら読む気がしますか。 

 

図 4. 黒背景に水色の文字を使用した例 

 

図 4は，インターネットでよく初心者の人が作成 

傾向にあるWebページである。 

黒背景を用いる理由の1つとしては，黒という

色自体に引き締める効果があるので，これを使用

することにより，文字が綺麗に見えるためだと考

える。  
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表3. 何行まで閲覧したか 

項目 人数 

見出しまで 34 

3行まで 21 

8行まで 46 

15行まで 21 

 

表 3を見てもわかるように，結果が分散した。

しかし，文字の色が明度の強い水色なので画面が

反射して見え，大変目が疲れる。 

「1 度はどんなページなのか閲覧するが，次か

らはこのWebページサイトには来ないと思う」と

いう回答があったことから，如何に見にくいのか

がわかる。又「黒いWebページはかっこいいと感

じるが，文字が見にくくなるのが難点になる」と

の回答も得た。それも一理あり，黒背景は白背景

とは異なり，文章と文章の間や全体的なレイアウ

ト空間を気にする必要がない。黒背景の唯一の利

点は，デザインを構成するまでもなく，文字だけ

でも簡単に「それなりにきれい」なページに仕上

げることが出来るということである。黒は全てを

隠してくれる色だが，単色はその個性が強いこと

から，サイトの雰囲気を重く，暗くしてしまう結

果となるので，使用部分は最小限にすることが望

ましい。  

 

質問 4：下記ページを閲覧する際，何行目までな

ら読む気がしますか。 

 

図 5. 濃い背景に黒文字色を使用した例 

 

濃い背景色と黒文字を用いたWebページサンプ

ルを図5に示したが，これは見にくいというより

も，嫌がらせの域に達している。 

 従ってこのページを閲覧しようと思えば，文字

を反転させながら読み進めなくてはならないので，

閲覧者はこのページを見た途端に，もはや閲覧す

る意欲をも喪失してしまうのではないかと考える。 
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図 6. 何行まで閲覧したか 

 

悪いWebページサンプルのアンケート欄で，ワ

ースト3位になったのが，暗度の濃い背景色+黒文

字を使ったページであった。ほぼほとんどの人が

不快に感じ「憤りを感じる」などの回答を得た。 

 全てのサイトに言えることではないが，このよ

うに文字が背景色で消されてしまうのをわざと作

成しているWebページも小数派であるが，実際に

存在する。そのジャンルも非常に多岐に渡るが，

主に自身で書き上げた小説を展開しているところ

や，今日一日の出来事を記した日記に書かれてい

ることが多いように思える。 

いずれもそれらのサイトは，偶然あやまって文

章を反転させたことから，その存在を知ったのだ

が，それ自体になんの意味も見出せないことや，

作成者がどのような意図を持って，それらを作っ

たのか理解に苦しむものがあった。 

このアンケート結果からも伺えるように大多数

の人から反感をかうので，このようなページを作

成することはお勧めできない。 

 

質問 5：背景と文字の色にコントラストがないペ

ージはどう感じますか。 

 

コントラストがないページというのは，質問 1

～質問4までにあったように，背景と文字が同系

色であったり，色彩が明るすぎて画面が反射した
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りする等，目に見づらいページのことを指す。 

ここでは，今までの例も踏まえて閲覧してもら

った人たちが，どのような評価を下すのかを見て

みたいと思う。 
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図 7. コントラストのないページ評価 

 

この項目でのアンケート結果は，悪いWebペー

ジサンプルでのワースト2位だった。 

 図 7を見てもわかるように，85人もの閲覧者が

不快に感じている。このことから，背景と文字色

のバランスの重要性がWebページの出来を左右し，

中身の情報も読む以前から相手に興味を持っても

らえなくなることが分かった。 

 閲覧者の目を楽しませることを含めて，いかに

見やすい色彩を使用するのかが，次の来訪者を増

やす結果になるであろう。 

 

質問 5：工事中の多いサイトや，その期間が長い

ページについてどう感じますか。 

 

インターネットを閲覧していると，よく見かけ

るのが上記の「工事中のサイト」である。作成者

には恐らく悪気はないのだろうが，そのページに

わざわざアクセスした閲覧者の好意を無視すると

して，アクセスビリティでは「内容の信頼性に欠

ける」とされ敬遠されている。 

ここでは，実際にこのようなページに出会った

時に，閲覧者がどのような感情を持つのかを考え

る。 

 

 

表 4. 工事中のページ評価 

項目 人数 

不快に感じる 34 

丁度良い 21 

良いとも悪いとも思わない 46 

気にしない 21 

 

表4の工事中のページでは，83人もの閲覧者が

不快感を抱いた。その理由は，考察で挙げたよう

に「ページを開いた途端に工事中と書かれていた

らがっくりする」という意見と平行して「工事中

ならば出来上がってからアップすべき」と回答し

た人が多かった。このことから作成者は，ページ

が一通り完成してからアップさせるか，トップペ

ージなどにきちんと断りを書き添えた方がより親

切といえる。 

又，工事中の期間が長いページに関しては「も

う次からは2度と覗かない」などの手厳しい意見

があったことから，著しく閲覧者の信頼を欠く結

果と成りうるので，この行為は見直す必要がある。 

 

質問 6：ページを開いたとたん音がなるサイトを

どう感じますか。 

 

ページを閲覧していると，急に大音量の音楽が

流れだし，そのせいで度肝を抜かれた人も多いの

ではないだろうか。音楽がいきなり相手の断りな

しに流れ出すのはマナー違反であり，強制的なイ

メージを相手に植え付ける結果になるので，閲覧

者はこのようなページから遠ざかってしまうだろ

う。ここでは音楽が流れ出すサイトについて考え

る。 

 

表 5. 音楽が急に流れ出すページ評価 

項目 人数 

不快に感じる 43 

丁度良い 16 

良いとも悪いとも思わない 42 

気にしない 21 
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表5では，もう少し不快に感じる人が多いかと

思ったが，43人と少なかった。その理由を見てみ

ると「悪いWebページサンプルで流れていたクラ

シック曲が心地良かったから不快な気持ちにはな

らなかった」とあった。上記のページを作成する

際に内容に合うように静かめの曲を選んだのだが，

今から思えばもう少しにぎやかな曲を選定してい

れば不快者指数は伸びるだろうと考える。 

また，普段からインターネットでWebページを

閲覧している人達からは「通常は自分の音楽 CD

をかけているので，このようなサイトに出くわす

と音がだぶり，不快に感じる」という意見と同時

に「公共の静かな場所でいきなり音がなると恥ず

かしいのでやめてほしい」といった回答もあった。

このように閲覧者は様々なスタイルでWebページ

を閲覧しているので，最初から音がなるという事

態は極力避けた方が無難だといえる。 

解決策として，最初から流すのではなく音の制

御装置をトップページに貼り付けることで，閲覧

者に選択肢を与え，聴きたい人だけがスイッチを

押して，音楽を聴いてもらえるようにすればその

サイトはより快適なものになるだろうと思われる。 

 

質問 7：タイトルやメニューなどに外国語の乱用

が目立つサイトをどう感じますか。 

 

英語は，そのアルファベットの形から格好良い

とされ，今や日本中で広く使われている。しかし，

全ての日本人が英単語の意味を瞬時には理解する

ことができない。従ってWebページのタイトルや

メニュー欄に普段から見慣れない英単語がずらり

と並べば，意味は分からないが，表向きは洗練さ

れたデザインのように見えるため，暗黙の了解で

良いと判断されがちである。しかし，現実に英単

語を乱用しているページを閲覧者はどう感じてい

るのかについて考える。 

 

 

 

 

 

表 6. 英単語の乱用が目立つページ評価 

項目 人数 

不快に感じる 46 

丁度良い 2 

良いとも悪いとも思わない 41 

気にしない 15 

 

表 6では，今回の対象が女子大生ということも

あり，タイトルやメニュー欄に英単語が乱用され

ていても「抵抗がない」と回答した人が多く，現

代の特徴が表れたように思える。 

それに対し，相反する形の「不快に感じた」人

の回答を見てみると，「英単語は格好良く見えるが，

何が書いてあるのか一目で分からなければ不快に

感じる」という回答があった。 

アクセスビリティの世界では「幅広い年代層の

人が読める文字で書かれていることが好ましい」

とされているので，英単語の乱用は，控えるべき

要因ということを念頭においておく必要があるだ

ろう。 

 

質問 8：ページを閲覧していると，ふと自分がど

このページを見ているのか分からなく

なるサイトをどう感じますか。 

 

Web ページ内で，自分が現在サイト内のどこを

閲覧しているのか分からなくなり，憤りを覚えつ

つそのページを後にするといった事は，インター

ネットを見たことがある人ならば誰でも，1度や2

度は経験していることだろう。 

作成者は，上記のことに気をつけて，閲覧者が

快適に閲覧できるよう，常に相手の視点に立って

作成にあたる事が重要である。 

ここではそのようなページについて考える。 
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表 7. サイト内で迷うページ評価 

項目 人数 

不快に感じる 83 

丁度良い 2 

良いとも悪いとも思わない 28 

気にしない 9 

 

表 7を見てもわかるように，83人もの閲覧者が

「不快に感じる」と回答したことから，いかに反

感をかうのかが分かった。閲覧者の意見では「ど

んなに良い情報が書かれているWebページであっ

たとしても，そのようなサイトには良いイメージ

が持てない」という回答があった事から，上記の

ようなWebページは，次の2点を改善する必要が

ある。１つは，閲覧者が現在見ているページを何

らかの方法で知らせること，もう1つは，各ペー

ジ毎にタイトル（題名）を明記してどのページを

表示しているのかを明白にすることである。 

 

質問 9：トップページに戻る際，ブラウザの「戻

る」ボタンを何度も押さないとならない

サイトについてどう感じますか？ 

 

一番下にスクロールさせた後に，トップページ

へ戻るリンクがなく，ブラウザの「戻る」ボタン

を何度も押さなければならないというのは，利用

側にとって大変迷惑な行為であり，時間の無駄に

なると考えられる。 

作成者は閲覧者にストレスを与えず，ページを

楽しんでもらうための最低限のネチケットを守る

ことは，当然の義務であるように思える。 

ここでは，そのようなサイトについて考える。 

16
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気にしない
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図 8.戻るボタンに頼るサイト評価 

 

悪い Webページのアンケート結果の中で１位と

なったのが，この「ブラウザのボタンを何度も押

さなければトップページへ戻れない」サイトであ

った。 

図 8では，87人もの閲覧者が不快に感じる理由

として，「ブラウザの「戻る」ボタンを使わないと，

そのページから移動できないのは，使い勝手が悪

く，大変不快に感じる」という意見が大多数を占

めた。このことから，上記のサイトは大勢の人か

ら嫌われる対象となることが明らかになった。 

訪れたものの，戻るに戻れないWebページにな

らないよう，考慮することが重要だと思う。 

 

質問10：以下の項目について最もいやだと思われ

るものを 1つ選んで下さい。 

 

この項目では，4 つの選択肢の中から 1 つを選

んでもらい，その順位を図るものである。アンケ

ートで実施した4項目は以下の通りである。 

 

(a)訪問回数を知らせてくるWebページ 

(b)ページにアクセスしても白い画面のまま一向

に開かないWebページ 

(c)文を読んだ後に「Top」のアイコンが置かれて

いないWebページ 

(d)メニューにマウスを合わせると「+」「⇔」等の

記号になるWebページ 

 

上記のものの中で，何が一番不快に思われるの

かを次の集計結果を見て考察する。 

97

14
3

8
メニューにマウスを合わ
せると「+」や「⇔」等の記
号になるWebサイト

長文を読んだ後に「Top」
のアイコンが置かれてい
ないWebサイト

ページにアクセスしても
白い画面のまま一向に
開かないWebサイト

訪問回数を知らせてくる
Webサイト

 

図 9. 最も不快だとされるWebページ 
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閲覧者にとって一番不快と感じられるWebペー

ジは，(b)の「ページにアクセスしても白い画面の

まま一向に開かないWebページ」であった。しか

も，前項目に共通する(c)の「長文を読んだ後に

「Top」のアイコンが置かれていない」が，わずか

14人にとどまったことに対し，(b)では 97人とそ

れよりも遥かに上回る形となった。そこで閲覧者

の回答を見てみると，「(b)のようなサイトに遭遇

したら，ページが開くのを待つよりも先に他のサ

イトへアクセスする」というような見解が述べら

れていたことから，Web ページ自体に画像を沢山

貼り付けている等のサイトには，注意と改善が必

要だといえる。 

続いて第3位は，(a)の「訪問回数を知らせてく

るWebページ」であった。閲覧者の回答からは，

「そんなもの知りたくないし，プライバシーが侵

害されているような気がして迷惑」と不快感を訴

えた回答があったことから，作成者が悪気なくこ

の機能をつけていたとしても，訪問回数を相手に

知らせる事自体に，あまり意味がないように思え

るので，差し控えた方が懸命かと考える。 

第 4位になった(d)の「メニューにマウスを合わ

せると「+」「⇔」等の記号になるWebページ」の

項目では，「普段のマウスカーソルを上記のような

記号に設定していた場合，そのようなサイトにい

っても気が付かないので無意味に感じる」や，「最

初見たとき，一瞬戸惑った」等の閲覧者からの意

見がでたことから，通常設定されている，メニュ

ーの上にマウスカーソルをのせると，手のマーク

に変わるものにしていたほうが無難だと思う。 

 

4.2 良い Webページに関して（5問） 

下記の質問項目からは，悪い Web ページを改

善・作成し，それに基づいてアンケートを実施し

たものである。 

 

質問11：Webページサンプルの背景ならば，以下

のどれが見やすいと感じましたか。 

 

インターネットにおける様々な種類のWebペー

ジには，豊富な色彩が数多く揃っており，全体の

色取りを添える一役として欠かせない存在となっ

ている。 

色の好みは十人十色であり，なかなか「これが

良い」とされるものを探すのは至難の業だが，今

回ここで明らかにするのは「どんな色背景を用い

ると，文字等を含め全体の見通しが良くなるのか」

ということである。普段何気なく見ているサイト

だが，閲覧者にとって「見る」という行為の際に，

どのような背景色が見やすいのかを考える。 

11

24

7
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柄つき背景
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黒背景

白背景

人数

 

図 10.見やすいと感じられる背景画像の評価 

 

図 10 を見てもわかるように，80 人から白背景

が良いとされる回答が圧倒的に多かった。閲覧者

からは，「何もいじらない方がかえって見やすい」

や「背景を白にすることでメニューや画像などの

色が引き立つので良い」などの意見が目立った。 

カラー背景では，「灰色，白色，赤色，黄色，ラ

イトブルー」が1票ずつ，「ピンク，パステル色」

が3票，「青色」は5票，淡色にいたっては，9票

を獲得したことから，白色背景以外の色彩を用い

たいと考える人がやや多めの傾向にあるというこ

とが分かった。 

色に関しては考察でも述べたように断定は出来

ないが，淡色もしくは白背景を使用することが見

えやすいと考えられるため，これらを用いること

が望ましいとされる。 

 

質問12：メニューにマウスカーソルを合わせると

日本語に変わるのをどう感じますか。 

 

 



 11 

 
 

 
図 11. マウスをのせると変わるアイコン例 

 

「4.1 悪い Webページに関する作成事例」の，

質問7で，「英単語の乱用」について述べたが，こ

こでの質問項目は，それに手を加えて改善を施し

たものである。 

英語を使用したメニューバーを作成したとして

も，利用者に分かるように工夫がなされていれば，

アクセスビリティ上では何の問題もないことにな

る。従って「英語で書かれたメニューバーに，マ

ウスカーソルを合わせると日本語の文字に変わ

る」という仕組みにすることで，見栄えと使い勝

手の両方が手に入ると考えた。 

ここでは，閲覧者がそのような仕様について，

どのように感じるのかを考える。 
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図 12.メニューが日本語に転換する評価 

 

良い Webページサンプルの中で，１位になった

のは，この項目であった。 

図 12の閲覧者の回答を見てみると，英語から日本

語に変わることが「良い」とされ，90人にも上っ

た。その理由としては「日本語に変わることで，

どのような内容のページなのか分かるので助か

る」や「現在，英単語を使っているサイトにはこ

のような配慮をしてほしい」等の意見が挙がった。 

以上のことを踏まえて，今後Webページを作成

する人は，この両面を兼ね揃えている技術を取り

入れ「見やすく分かりやすいWebページ」を作る

参考にしてみるのも1つの手かもしれない。 

質問13：読みものの閲覧中，自分のいるページを

色で示しているのはどう感じましたか。 

 

図 13. メニューバーの一部が色を変えた例 

 

「4.1 悪い Webページに関する作成事例」の，

質問8で「ページを閲覧中に，ふと自分がどこの

ページを見ているのか分からなくなるサイト」に

ついて述べたが，この項目ではその改善したペー

ジを閲覧者に見てもらい，判断してもらった。 

色が変わり，自分の場所が分かるようになったペ

ージがどう思われるのかを考える。 
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図 14. 自分のいる場所が色で分かる評価 

 

良い Web ページの中で，2 位になったのがこの

項目である。 

図 14からも見てわかるように83人もの人が，

メニューの一部が色づけられることに関して好感

を持った。その背景には，「自分がどこのページを

閲覧しているのか分からない」といったサイトの

多さが浮き彫りになった結果といえる。 

自身のサイトで「迷子」を出さないよう，作成

者はナビゲーションを十分に検討し，取り組まな

ければならないと考えられる。 
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質問14：タイトルタグはある方が良いと感じます

か。 

 

タイトルタグというのは，画面の一番上にある

青色のバーにWebページのタイトルが表示されて

いる箇所のことを指す。 

タイトルタグは，一見すると地味な存在なよう

に感じられるが，サイト閲覧中に表示されている

と便利であり，アクセスビリティの世界では重要

視されている項目でもある。 

ここでは，このタイトルタグについて考える。 
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図 15. タイトルタグが表示された評価 

 

全 21問あるアンケート結果の中で，唯一この項

目のみが「不快者ゼロ」という結果だった。この

数字を見ると，タイトルタグは大変便利なものと

され，広く一般に知れ渡っている証拠だといえる。 

図 15の「丁度良い」と回答した人の理由を見て

みると「いくつもブラウザを立ち上げているとき

にタイトルタグが書かれていると迷わず選べるの

で便利」等の意見が多く寄せられた。 

作成するときに見落としがちだが，Web ページを

構築する上で大事な部品なので付け加えることが

望ましいと思われる。 

 

質問 15：読みもののページでは文字の大きさは

12 ポイントでした。この大きさは読み

やすいと感じましたか。 

 

標準の大きさである「10」もしくは「10.5」ポ

イントの文字の大きさは，Web で見たときに小さ

すぎる印象があるため，それより2ポイント増の

「12」ポイントでコラムを作成した。この文字の

大きさが果たして閲覧者にとって読みやすいもの

になるのかを考える。 
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気にしない

良いとも悪いとも思
わない　　　

丁度良い

不快に感じる

 

図 16. 何ポイントの文字が読みすいか 

 

図 16 の結果から見てわかるように，12 ポイン

トの文字が読みやすいということがわかった。 

「不快に感じる」と述べた人に何ポイントなら

読みやすいかと問うたら「14ポイントが妥当」と

いう回答が得られた。よって，12 ポイント～14

ポイントがコラムなどの文章に適していると思わ

れる。 

Web ページを作成する際は，画面で文字をうっ

たときに「少し大きい」と自分で思えるくらいの

大きさが，閲覧者にとって読みやすいものになる

と考えられるので，上記のポイント数も合わせて

目安にしておくのも良いかもしれない。 

 

 

5  Webページサンプルの提案 

Web ページのアンケートに回答してもらう際，

改善点の欄についての記入は，任意で協力を求め

た。その後，改善点を加え提案用Webページのサ

ンプルを作成する。 

 

5.1  改善事項 

以下の7項目の改善点は，提案用Webページに

盛り込むものである。 

 

（1）「Home」のアイコンでは「戻る」や「次へ」

等の日本語文字に変える。 

（2）群青色で書かかれた文章は深緑色に変える。 
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（3）長文だけでなく写真を挿入する。 

（4）各メニューページのタイトル文字は読みもの

の文字ポイントより大きくする。 

（5）Ｔop ページとその他のメニューバーの高さ

を揃える。 

（6）Webページを閲覧中に，自分のいるメニュー

バーの色が変わる。 

（7）全体のレイアウトを中心に整える。 

 

5.2  改善したWebページの一例 

「5.1 改善事項」の項目を，順番に追って紹介

しそれぞれの機能について述べる。 

 

(1) 「アイコン日本語表記」について 

 

図 17. 項目(1)と(2)共通の画像例 

 

図 17は「Back」「Ｎext」などの英語表記をやめ，

「文頭へもどる」「次の項目へ」というように日本

語表記に改善したリンクサンプルである。 

ウェブコンテンツJISでは「リンクは識別しや

すく操作しやすいことが望ましい」とされている

ので，文字はやや暗めの赤に設定し，16ポイント

と大きめに作ることでリンクの存在感を出した。 

又，隣り合うリンクとの間隔を十分に取ることで

閲覧者が誤って隣のボタンをクリックしてしまわ

ないように作成した。 

 

(2)「深緑色の文字色」について 

 

（a）                 （b） 

図 18. 群青色から深緑色の文字への転換例 

 

図 18では，白背景に（a）群青色（b）深緑色の

文字色をそれぞれ用いたサンプル例である。 

白背景に群青色という組み合わせを選んだ理由

は「背景色と前背景色は，十分なコントラストを

取り，識別しやすい配色にすることが望ましい」

というJISの項目を読んだからだ。しかし，アン

ケート結果によると「群青色の文字色は白背景と

合わさった時に光って見え大変読みにくい」とい

う意見があったことから，唯単に暗い色を用いれ

ば良いというものでも無いという事実が判明した。 

そこで改善後には，白背景に負けない暗度の強

い深緑色を使用することで，人の目に見えやすい

よう工夫した。 

 

(3)「画像を用いる」について 

 
図 19. ページに写真を挿入した例 

 

長文ばかりだと先に読む気を失うが，図19のよ

うに写真を付け加えることで空間が上手に使われ

見栄えが良くなる。 

写真はサイトに彩りを添えることに十分期待で

きるが，なんでも限度をすぎると使いにくいもの

になるので注意が必要である。 

もしも写真を加工せずにそのままの大きさで

Web ページに載せてしまえば，図 9 のグラフ結果

のように「白い画面のまま開かないサイト」にな

り，閲覧者に敬遠されてしまうからである。 

写真を用いる時は，大きさを最小限にすること

をお勧めする。これだけでも閲覧者が楽しく過ご

せるページになるのではないかと考えられる。 
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(4)「タイトル」について 

 

図 20. タイトル文字を14ポイントにした例 

 

改善前では 12 ポイントと読みものの文字と同

じ大きさにしていたが，16ポイントに設定した。 

閲覧者がこのページを見た際に，すぐにタイト

ルメニューがあることに気が付いてもらえるよう

に作成した。 

 

(5)「メニューバー統一」について 

 

図 21. メニューバーの高さを均一にした例 

 

改善前のページではトップページとその他のペ

ージメニューの高さが不安定だったのに対し，提

案用Webページでは全て高さを均一に作成した。 

このことで，よりページ間の移動もスムーズに

行え，デザインも整った。 

 

 

 

 

 

 

 

（6）「ロールオーバ画像」について 

（a）  

（b）  

（c）  

図 22.  マウスカーソルの3色例 

 

（a）：普段メニューバーに表示されている状態 

（b）：メニューバーにマウスをのせた状態 

（c）：自分のいるページを表示させた状態 

 

前回までは，マウスカーソルをメニュー上にの

せると，青文字の日本語訳に変わる仕様だったが，

灰色背景に青は見えにくいという意見があったの

で，今回の改善した所は以下のようになった。 

（a）のメニューバーにマウスカーソルを合わせ

ると，（b）のように背景がやや暗めの水色に変わ

り，日本語訳の文字が白色になる。さらにメニュ

ーをクリックしページの仲に入ると自分が現在い

るページだけが（c）のように青く染まり，より遠

目からでも見えるように作成した。 

 

(7)「レイアウト」について 

 
図 23.  真ん中に視点をおいた例 

 

前回のWebページと違う箇所は，レイアウトの

配置である。今回は左端から真ん中に置き換え，

メニューバーの幅も画面いっぱいに使って広げた。 

その結果，全体的にバランスの良いWebページ

に見えるようになった。 
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5.3 提案 Webページについて 

これまでの節で，提案用Webページについて概

要を述べてきたが，これが必ずしも最高のWebペ

ージだとは断言できない。しかし，常に閲覧者に

とって見やすいページにしようと自分なりに精一

杯奮闘してきたつもりである。 

今回，提案用Webページは主に7項目の技術が

入っておりそれらを紹介してきたが，アクセスビ

リティにおいてはまだ入り口に差し掛かったばか

りのところなので，これよりも更に優れた操作技

術が数多くあることに違いない。その膨大な数の

中から，自分に合った操作技術を探し，Web ペー

ジに応用してもらえればより快適にサイトで過ご

せる人が増えるだろうと思われる。 

見た目も操作技術もどちらも個人の感性を大事

にしつつも，相手に配慮する心配りを常に忘れな

いようにしてほしいと思う。 

 

 

6.  研究のまとめ 

今回，Web ページを作成する際に，アクセスビ

リティの重要拠点として的を絞ったところは，Web

サイト内での基本操作が重要とされる「文字」，「形

状」，「色彩」，「配置」の4項目を参考に構成した

ものである。 

良いWebページと悪いWebページを限りなく正

反対の性質に持ってこさせようと努め，アンケー

トに望んだが，その範囲は膨大な項目の中のわず

か1章にも満たないものであった。 

はじめにも述べたように「どのようなWebペー

ジが良いとされ悪いとレッテルを貼られるのか」

について作成者なりに理解し，今後生かせるよう

なデータも得られたので，次回は自分のWebペー

ジを作成する際には，これらの研究結果を無にし

ないような有意義なものに仕上げたいと考えてい

る。 

 

 

7. 最後に 

何項目からも連なるガイドライン全てのアクセ

スビリティを考慮したWebページを作るのは，現

実に考えるとかなり難しいものがある。 

しかしそれでも，少しでも多くの人が気持ちよ

くWebページを見て行ってくれるよう，自分に出

来る最善の配慮を講じる必要があることには変わ

りない。 

1つのサイトが100歩前進するよりも，100のサ

イトが1歩前進することが，より使いやすいもの

になるのではないかと信じる。 

今後も，広がり続けるアクセスビリティの世界

がもっと多くの人の中でネチケットとなり，真の

意味での「優しいWebページ」が誕生すれば，そ

の瞬間から更に一歩を踏み出せることに違いない。 
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